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市
で
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
過
疎
集
落

支
援
員
を
設
置
し
、
現
在
８
名
の
支
援
員

が
市
内
１９
対
象
集
落
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

支
援
員
は
、
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
の
進
む
農
山
村
集
落
の

維
持
・
活
性
化
に
向
け
、
集
落
の
現
況
調

査
や
話
し
合
い
へ
の
参
加
、
支
援
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
集
落
自
ら
が
将
来
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
活
性
化
へ
向
け
た

取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支

援
員
と
担
当
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
過
疎
集
落
支
援
員
」が

　
　
　
　

農
山
村
集
落
を
支
援

そ
の
1

集落の課題や将来の夢を思い描いて（農村集落元気塾ワークショップ：山都町舟引集落）

～ 集落の維持活性化を目指して ～

過 疎 集 落 支 援 事 業
自然や文化など農山村集落の持つ魅力を活かし、集落の維持活性化を支援

過疎集落支援員
№ 氏　名 出身地区 担当地区

1 岩橋 松吉 山　都 山都、旧喜多方

2 今井 輝雄 塩　川 旧喜多方、塩川

3 物江 浩二 高　郷 高郷、熱塩加納

4 唐橋 やす子 高　郷 高郷、熱塩加納

5 高野 進 山　都 山都

6 大平 正芳 塩　川 塩川

7 遠藤 幸一郎 熱塩加納 熱塩加納

8 岩下 章子 熱塩加納 熱塩加納
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ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
、
集
落
の
課

題
や
新
し
い
発
見（
お
宝
）を
し
、
課
題
の

解
決
と
お
宝
を
活
か
す
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
う
な
ど
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
舟
引
集
落
の
魅
力
を
発
見

す
る
手
法
を
学
び
、
今
後
の
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
地
域

か
ら
市
内
に
住
所
と
生
活
の
拠
点
を
移
し

た
方
を
隊
員
と
し
て
最
長
３
年
間
委
嘱

「
農
山
村
集
落
元
気
塾
」で
地
域
の

再
発
見
と
活
性
化
方
策
を
学
ぶ

そ
の
２

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
導
入　

新
た
な
視
点
に
よ
る
活
性
化
と

定
住
に
向
け
て

そ
の
３

　

元
気
塾
と
は
、
高
齢
者
が
多
数
を
占
め

る
農
山
村
集
落
に
、
外
部
か
ら
の
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
人
的
支

援
に
よ
る
活
性
化
策
の
実
践
手
法
を
学
ぶ

場
で
す
。

　

今
年
度
は
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ

り
、
雑
草
が
生
い
茂
る
景
観
を
何
と
か
し

た
い
と
の
課
題
を
持
っ
た
、
山
都
町
舟
引

集
落
に
お
い
て
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

舟
引
集
落
か
ら
の
９
人
を
含
む
３０
人
の

参
加
者
が
、
集
落
の
中
を
歩
い
た
り
、
ワ

し
、
住
民
の
生
活
支
援
、
農
林
業
支
援
、

地
場
産
品
開
発
や
六
次
化
の
推
進
、
地
域

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
な
ど
の
「
地
域

協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
へ
の

定
住
・
定
着
を
図
る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
は
、
県
の
事
業
に
よ
り
「
そ
ば

の
後
継
者
育
成
」
を
目
的
と
し
て
導
入
し

て
い
ま
す
。
目
的
や
必
要
性
、
受
入
れ
側

の
体
制
や
意
識
な
ど
十
分
に
検
討
調
整

し
、
来
年
度
か
ら
は
市
独
自
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

問 

企
画
調
整
課 

地
域
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
０
９

「
農
業
十
傑
」
県
農
業
賞
を
受
賞

～ 

東
羽
賀
フ
ァ
ー
ム 

～

　

９
月
４
日（
金
）に
杉
妻
会
館
に
お

い
て
、
第
５６
回
福
島
県
農
業
賞
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
農
事
組
合
法
人
東

羽
賀
フ
ァ
ー
ム（
高
郷
町
東
羽
賀
）が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
農
業
分
野
で
最
も
権
威
あ

る
栄
誉
と
な
っ
た
の
は
、
栽
培
方
法

の
改
善
や
創
意
工
夫
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
の
風
評
被
害
の
払

拭
に
努
力
し
、
本
県
の
農
業
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
地
域
の
模
範
と
な
る

優
れ
た
成
果
を
高
く
評
価
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
し
た
東
羽
賀
フ
ァ
ー
ム
代
表

理
事
の
國
分
隆
志
さ
ん
は
、「
今
後
も

地
域
農
業
の
発
展
と
担
い
手
育
成
の

た
め
に
努
力
し
た
い
。」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

問

過疎集落支援員による集落訪問

集落の方と一般参加者で意見交換

舟引集落でのワークショップ

左から　國分 隆志代表理事、内堀 雅雄
県知事、齋藤 信一理事、國分 政喜理事
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空き家
空き家は個人資産です。所有者や管理者が
解体撤去も含め適正に管理することが大原則です。

　建物が倒壊し、物が落下するなどして近隣の家屋や通行人などに被害を及ぼした場合、その建物の
所有者は損害賠償など管理責任を問われることがありますので適正な管理をお願いします。
　近年、少子・高齢化の進行、人口減少社会の進展や経済的事情などにより、空き家が増加してきて
います。空き家が発生し老朽化すると、倒壊の危険、防犯や衛生面など周辺環境への多大な悪影響を
もたらします。国では、平成27年5月に「空家等対策の推進に関する特別措置法」が全面施行され、市
においても法に基づいた対応をしています。

「老朽危険空き家の解体」および「空き家の再生」などをお手伝いします。
　市では、「老朽危険空き家の解体撤去」や「空き家の再生」などについて、補助事業を実施いたします。

※補助事業の詳細については、お問い合わせください。
問 申 建築住宅課 住宅係　 ☎（24）5246

　危険な空き家などの所有者が、空き家などの解体および撤去を実施する場合に、費用の一部を
補助します。
  対象となる空き家

・市長が危険な空き家などと判断し、市から指導、勧告または命令の対象となったもの
・市内にあり1年以上使用しておらず、個人が所有するもの
  補助金額

・解体撤去工事費の1/3以内（上限額500,000円）

喜多方市老朽危険空き家等解体撤去補助金

喜多方市空き家再生推進事業補助金
　空き家住宅などを再生または撤去しようとする行政区および市内で活動する団体に対し、再生
または撤去に要する経費の一部を補助します。
  対象となる団体

・市内の行政区または市内で活動する団体
  対象となる空き家など

・現に使用されておらず、今後も従来の用途に供される見込みのないもの（賃貸目的は除く）
  補助金交付の条件

・跡地については、公共施設用地などの用に10年以上供すること
・改修した建築物については、再生の用途（公共利用）に10年以上活用されること
  補助金額

対象団体
補助金額

空き家などの除去 空き建築物の活用
行政区 事業費の9/10以内（上限額150万円） 事業費の9/10以内（上限額150万円）
活動する団体 事業費の4/5以内（上限額150万円） 事業費の2/3以内（上限額150万円）

問申

適正管理のお願い
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本
市
チ
ー
ム
は
、
７
月
よ
り
毎
週
火
・

木
曜
日
に
押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

練
習
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
一
泊
二
日
の
合
宿
を
行
い
、

ま
た
、各
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

士
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
ナ
ン
バ
ー
と
同
じ
総
合
７
位
以

内
を
目
指
し
大
会
に
参
加
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま

駅
伝
）は
11
月
15
日（
日
）、
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
、
95
・
１
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
53
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

本
市
チ
ー
ム
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
、
力
走
す
る
市
チ
ー
ム
の
応

援
団（
３０
人
、
先
着
順
）を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
援
場
所　

鏡
石
町
、
二
本
松
市
付
近

◆
参
加
費　

無
料

◆
締
め
切
り　

１１
月
１１
日（
水
）

◆
出
発
時
間　

午
前
７
時
予
定

◆
集
合
場
所　

押
切
川
公
園
体
育
館
前

※
昼
食
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

みんなで応援しよう！
がんばれ!!
喜多方市チーム
第27回市町村対抗福島県縦断
駅伝競走大会（ふくしま駅伝）

喜多方市チーム選手団の皆さん（敬称略）

区　　分 氏　　　名
監　　　督 長澤 恵輔
コ　ー　チ 加藤 伸治、渡邊 洋、板橋 寛
顧　　　問 野邉 晴男、塚原 和憲
主　　　将 塚原 史章

候
補
選
手
（
男
子
）

一　般 高橋 誠､渡邊 洋､加藤 伸治､塚原 史章､
大場 悠､若菜 優雅､渡部 竜太朗

大学生
＜東洋大＞生井 宏明 ＜日大＞高橋 由輝 
＜上武大＞五十嵐 聡丈 ＜武蔵野学院大＞
佐藤 貴洋

高校生

＜喜多方＞一重 祐樹､荒川 遊､山田 祐希､猪
俣 一貴 ＜喜多方桐桜＞渡部 尚､高畑 快人、
菊地 悠斗 ＜喜多方東＞佐藤 寿貴 ＜会津工
業＞穴澤 航太､穴澤 德 ＜会津学鳳＞渡部 空

中学生

＜第一＞佐藤 友規 ＜第二＞清野 太雅､穴
澤友崇､高橋 唯人 ＜第三＞塚野 楓､蓮沼 伸
幸､渡部 瞬 ＜塩川＞山田 宏翔､小熊 康太､
一重伊吹､平野 大樹､高橋 祐輝､穴澤 夢斗 
＜会津学鳳＞小山 翔也

候
補
選
手
（
女
子
）

一　般 猪俣 美樹

大学生 ＜東京女子体育大＞新田 あゆみ

高校生 ＜喜多方＞菊地 潤美
＜喜多方東＞遠藤 胡都子

中学生
＜第一＞佐野 繭､渡辺 桃子､宇内 愛結､大柿
利奈､小川 美鈴 ＜第三＞佐藤 愛笑 ＜塩川＞
関本 愛花

※各区間走者の最終決定は、11月14日（土）を予定しています。

　候補選手たちは、スポーツ推進委
員・喜多方陸協のご協力の下、それ
ぞれ自分たちで目標タイムを設定
し、それをクリアするための厳しい
練習に励んでおります。
　学生中心の若いチームではありま
すが「ONE FOR ALL」の精神で、繰
上げスタートになることなく１本の
襷をゴールまで繋ぎきることを目標
に全力を尽くします。

喜多方市チーム
監　督

長澤　恵輔さん

11
月
15
日（
日
） 午
前
７
時
40
分
号
砲

本
市
チ
ー
ム
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は 

７

　

本
市
チ
ー
ム
の
選
手
団
壮
行
会
を
１１
月

１２
日（
木
）午
後
６
時
か
ら
、
市
役
所
ホ
ー

ル
棟
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。
市

民
を
代
表
し
て
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん

に
激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

申 

ふ
く
し
ま
駅
伝
実
行
委
員
会
事
務

局
〔（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会
内
〕

☎（
２３
）０
７
７
１

選
手
団
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　

市
民
応
援
団
員
募
集

　
　
　
　
　

問

申
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※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、「－」
と表示しています。｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ｢財政健全化計
画｣や｢財政再生計画｣の策定が必要となり議会の議決も必要となります。

※いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。経営健全化基準以上になると、
公営企業会計ごとに経営健全化計画の策定が必要になり、議会の議決も必要となります。

◆健全化判断比率　　　　　　　　   　　 　　　　　  　　　　　　　 　   （単位：％）

◆資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    （単位：％）

区 　 　 分 平成26年度決算
に基づく比率

平成25年度決算
に基づく比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 - - 12.70 20.0

連結実質赤字比率 - - 17.70 30.0

実 質 公 債 費 比 率 12.9 15.0 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 56.2 68.3 350.0

会　計　名 平成 26 年度決算
に 基 づ く 比 率

平成 25 年度決算
に 基 づ く 比 率 経営健全化基準

農業集落排水事業特別会計 － － 20.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － － 20.0

水 道 事 業 会 計 － － 20.0

　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
が
健
全
で
あ
る

か
ど
う
か
を
表
す
指
標
と
し
て
、

｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
き
毎

年
度
の
決
算
に
つ
い
て
計
算
し

公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
２６
年
度
決
算
に
基
づ
く

本
市
の
各
指
標
は
、
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２５
年
度
決
算
に
基
づ

く
比
率
と
比
較
し
ま
す
と
、
実

質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
２
・

１
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率

に
つ
い
て
は
１２
・
１
ポ
イ
ン
ト

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
早
期
健
全
化
基
準
お

よ
び
財
政
再
生
基
準
に
つ
い
て

は
、
平
成
２６
年
度
決
算
分
に
対

応
す
る
基
準
で
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
ま
た
は
資
金
不
足
額
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

○
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る

元
利
償
還
金
お
よ
び
準
元
利
償

還
金
の
標
準
財
政
規
模
を
基
本

と
し
た
額
に
対
す
る
比
率

○
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
に

対
す
る
比
率

○
資
金
不
足
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字

額
に
あ
た
る
公
営
企
業
会
計
ご

と
の
資
金
の
不
足
額
の
事
業
の

規
模
に
対
す
る
比
率 

※
標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方

公
共
団
体
の
標
準
的
な
状
態
で

通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経

常
的
な
一
般
財
源
の
額
を
示
し

ま
す
。

問 

財
政
課 

財
政
係

☎（
２４
）５
２
１
３

指
標
の
内
容

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

問
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き
る
だ
け
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
っ
て
、
楽
し
く
や
っ
て
い
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
働
く
女
性
も
多
く
な

り
、
仕
事
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

両
立
は
な
か
な
か
難
し
い
と
感

じ
ま
す
。
で
も
、
私
が
子
育
て

し
た
時
よ
り
も
保
育
所
な
ど
子

ど
も
を
見
て
も
ら
え
る
制
度
が

充
実
し
、
時
間
的
に
余
裕
が
で

き
た
と
思
う
の
で
す
が
、
地
域

の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
と
い
う
精
神
も
薄

れ
て
き
て
い
る
の
で
は
と
感
じ

ま
す
。
義
父
に
「
人
に
頼
ま
れ

た
ら
や
っ
て
あ
げ
な
さ
い
、
人

に
頼
ま
れ
な
い
よ
う
な
人
間
に

は
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
も

ち
ろ
ん
人
の
た
め
に
な
る
こ
と

で
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
の
面
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
を
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

坂
内
ヨ
シ
さ
ん
の
活
動
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問 

企
画
調
整
課 

政
策
調
整
室

☎（
２４
）５
２
０
７

す
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
バ
ラ

ン
ス
の
摂
れ
た
食
事
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
食
べ
る
こ

と
は
生
き
る
こ
と
な
の
で
、
男

性
や
若
い
方
に
も
沢
山
入
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

合
唱
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な

り
ま
す
。
歌
っ
て
い
る
と
き
は

嫌
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
合
っ
た
時
の
感

動
は
、
経
験
し
て
み
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
入
っ
て
、

活
動
や
経
験
を
し
て
、
忙
し
い

け
れ
ど
自
分
の
人
生
に
と
っ
て

良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
得
る
物
が

大
き
い
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い

け
る
の
は
家
族
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
と
、
家
族
に
は

感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
や
っ
て
い
る
活
動
を
広
げ

て
い
く
た
め
に
、
Ｐ
Ｒ
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
れ
も

大
事
な
会
で
、
無
く
な
っ
て
は

困
る
の
で
、
若
い
方
に
入
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
を
大
事
に
し
つ
つ
、
自
分

た
ち
が
活
動
し
て
い
る
姿
を
で

犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
更

生
を
支
え
る
会
で
す
。
一
人
一

人
が
尊
重
さ
れ
て
、
心
豊
か
に

生
き
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
は
、

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
私
た

ち
も
勉
強
し
、
勉
強
し
た
こ
と

は
地
区
の
人
た
ち
に
伝
達
し
て
、

地
域
住
民
の
健
康
保
持
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

混
声
合
唱
団
は
入
団
し
て
早

３３
年
に
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
歌
を
披
露
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
よ
り
は
歌
い
な
が
ら
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
会
も
会
員
一
人
一
人
を

尊
重
し
て
、
団
体
の
輪（
和
）を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
、
原
発
の
影
響
で
家

に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
、

　
「
喜
多
方
更
生
保
護
女
性
会
」、

「
喜
多
方
市
食
生
活
改
善
推
進
員

会
」、「
喜
多
方
混
声
合
唱
団
」

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

更
生
保
護
女
性
会
は
、
罪
を

問

坂内　ヨシ　さん
　喜多方更生保護女性会の会長を務め
るほか、喜多方市食生活改善推進員会
会長、喜多方混声合唱団代表を務めて
いる。その他多数の団体に所属し、ボ
ランティア活動をしながらも自らが学
び、楽しんで活動をしている。
会員数（平成27年10月1日現在）
喜多方更生保護女性会…175人
喜多方市食生活改善推進員会…223人
喜多方混声合唱団…30人

きらレポ  − vol.13 − 〜 進めよう男女共同参画 〜

喜
多
方
更
生
保
護
女
性
会
会
長

　坂
内 

ヨ
シ
さ
んに

聞
く

現
在
の
活
動
に
つ
い
て

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

更
生
保
護
女
性
会
の
交
流
会
で

「
知
ら
な
い
町
で
更
生
保
護
女
性

会
の
バ
ッ
チ
を
付
け
て
い
る
方

に
出
会
い
、
話
し
か
け
、
何
故

か
涙
が
出
た
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
話
を
聞
き
、
会
員

の
絆
と
い
う
も
の
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
会
の
活
動
を
通
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
て
、

自
分
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
は

会
に
入
ら
な
け
れ
ば
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
活
動
だ
と
思

い
ま
し
た
。
罪
を
犯
し
て
し
ま

っ
た
方
と
出
会
う
機
会
が
あ
っ

た
り
、
自
立
更
生
セ
ン
タ
ー
に

入
所
し
て
い
る
方
と
関
わ
る
こ

と
で
、
自
分
が
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
母

親
の
よ
う
な
気
持
ち
で
や
ら
な

け
れ
ば
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
は
、

団
塊
の
世
代
や
退
職
し
た
方
が

多
い
で
す
。
平
成
２４
年
か
ら
男

性
も
入
会
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
現
在
男
性
の
会

員
は
１
人
で
す
。
高
齢
に
な
っ

て
、
奥
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
一

人
暮
ら
し
に
な
る
方
も
多
い
で

活
動
に
対
す
る
思
い

今
後
の
展
望

人
の
た
め
で
あ
り
自
分
の
た
め

と
思
い
ま
す
。

坂
内
ヨ
シ
さ
ん
の
活
動
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

企
画
調
整
課
政
策
調
整
室

問問問問
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●
選
挙
資
格
の
あ
る
方

　

平
成
７
年
１１
月
１６
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
ま
た
は
平
成
２７
年
８
月
４
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
さ
れ
た
方
で
、
い
ず
れ
も
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
喜
多
方
市
に
住
ん
で
い

る
方
で
す
。

●
県
内
１
回
転
出
者
は

　

平
成
２７
年
８
月
５
日
以
降
、
福
島
県
内

の
市
町
村
間
で
住
所
を
１
回
だ
け
異
動
さ

れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地（
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
最
寄
り
の
市
町
村
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
・
・
・

《
福
島
市
か
ら
喜
多
方
市
に
転
入
さ
れ
た

方
》
は
福
島
市
で
、《
喜
多
方
市
か
ら
郡

山
市
へ
転
出
さ
れ
た
方
》
は
喜
多
方
市
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
不
在
者
投
票
制
度
を
利
用
し

て
、
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
証
明
書
請
求
の
際

に
は
、
請
求
先
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
日
時
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
入
場
券

　

投
票
所
へ
行
く
と
き
は
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
は
、
９
月
２３
日
現
在
で
作
成
し

ま
す
の
で
、
９
月
２４
日
以
降
に
市
内
転
居

さ
れ
た
場
合
は
、
転
居
す
る
前
の
投
票
所

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
と
き
は
、
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
無
投
票
の
場
合
は
入
場
券
を
郵

送
し
ま
せ
ん
。

●
投
票
日
当
日
の
投
票

　

郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
、

指
定
の
投
票
所（
入
場
券
の
表
面
に
記
載
）

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
に
投
票
で
き
な
い

見
込
み
の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

期
日
前
投
票
の
で
き
る
場
所
お
よ
び
時

間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

１１
月
配
布
の
チ
ラ
シ
「
期
日
前
投
票
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
裏
面
が
「
宣
誓
書（
請
求
書
）」

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を

記
入
の
う
え
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
に
よ
り
投
票
日
当
日

ま
で
、
喜
多
方
市
の
区
域
外
に
滞
在
し
て

い
る
場
合
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

が
、
郵
便
で
の
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、
不
在
者
投
票

の
で
き
る
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
、
希
望
す
る
場
合
、
本
人

が
そ
の
病
院
な
ど
に
申
し
出
れ
ば
そ
の
場

所
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
な
ど

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
喜
多
方
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
》

飯
塚
病
院
、
入
澤
病
院
、
エ
ル
ム
ホ
ー
ム
、

小
野
病
院
、
北
原
荘
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
や
ま

と
、
佐
原
病
院
、
し
の
の
め
荘
、
し
ょ
う

ぶ
苑
、
鮮
雲
荘
、
天
心
ケ
ア
ハ
イ
ツ
、
鳴

瀬
病
院
、
パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
小
野
、

有
隣
病
院（
５０
音
順
）

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
ま
た
は
要
介

護
者
の
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在

宅
投
票
）が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
で

新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
と
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
現

福島県議会議員一般選挙（喜多方市耶麻郡選挙区）

投票日：11月15日（日）
告示日：11月5日（木）

投票時間：午前7時〜午後8時（全投票所統一）

間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

１１
月
配
布
の
チ
ラ
シ
「
期
日
前
投
票
の
お
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に
受
け
て
お
り
、
一
定
の
重
度
の
障
害
を

有
す
る
方
や
要
介
護
者
の
う
ち
、
被
保
険

者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５

で
あ
る
者
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
で
す
。

　

な
お
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
方
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記

載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
は
、
選
挙
の
期
日
前
４
日

（
１１
月
１１
日（
水
））ま
で
と
な
り
ま
す
の
で

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

答
え　

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
寮
、

下
宿
な
ど
の
所
在
地
に
住
所
が
あ
る
と
さ

れ
、
喜
多
方
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
よ
く
あ
る
質
問
】

「
学
生
な
ど
で
喜
多
方
市
に
住
民
登
録

を
し
た
ま
ま
、
他
の
市
町
村
で
下
宿
な

ど
の
日
常
生
活
を
し
て
い
る
場
合
、
選

挙
権
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

な
ぜ
？　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、「
当
該
市
町
村

の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
満
２０
歳
以
上
の

日
本
国
民
で
、
そ
の
者
に
係
る
登
録
市
町
村
な
ど

の
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
か
ら
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
登
録
市
町
村
な
ど
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
行
う
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

住
所
と
は
…　

民
法
第
２１
条
で
「
各
人
の
生
活
の

　

２０
歳
に
な
っ
て
も
、
実
態
調
査
に
よ
り

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
ま

た
は
こ
れ
か
ら
２０
歳
に
な
る
方
で
、
う
っ

か
り
現
住
所
地
に
住
所
を
異
動
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
速
や
か
に
現
在
居
住
さ
れ
て

い
る
市
区
町
村
な
ど
で
住
民
登
録
を
さ
れ

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

本
拠
地
を
も
っ
て
そ
の
住
所
と
す
る
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
省
通
達（
昭
和
４６
年
）で
は
「
修
学

の
た
め
郷
里
を
離
れ
て
居
住
す
る
学
生
、
生
徒
に

つ
い
て
は
、
そ
の
居
住
す
る
寮
、
下
宿
な
ど
の
実

家
か
ら
の
距
離
が
近
く
、
実
家
な
ど
に
配
偶
者
が

あ
り
、
か
つ
管
理
す
べ
き
財
産
を
持
ち
、
し
た
が

っ
て
休
暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
事
実
も
あ
る
な
ど
の
特
別
な

事
情
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
寮
、
下

宿
な
ど
の
所
在
地
に
住
所
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
住
所
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
投
票
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
、
投

票
所
入
場
券
の
裏
面
が
、
期
日
前
投
票
用

の
宣
誓
書
と
な
り
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
所
に
お
越
し
に
な
る
前

に
、
ご
自
宅
な
ど
で
宣
誓
書
に
記
入
し
、

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
受
付
が
早
く
で
き

ま
す
。

　

期
日
前
投
票
は
、
当
日
投
票
の
例
外
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
職

選
挙
法
施
行
令
に
お
い
て
宣
誓
書
の
提
出

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
、
入
場

券
を
持
参
さ
れ
な
い
方
に
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
期
日
前
投
票
所
で
宣
誓
書
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
場

合
は
、
宣
誓
書
へ
の
記
入
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
２４
）５
２
５
８

入
場
券
と
宣
誓
書
が
一
つ
に
な
り
ま
す
！

大切な選挙です
棄権しないで
投票しましょう

【記載例：東京都に旅行予定の場合】

答
え

下
宿
な
ど
の
所
在
地
に
住
所
が
あ
る
と
さ

問
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■
保
育
時
間

　

１
号
認
定
の
場
合
は
、
教
育

時
間
４
時
間
で
の
利
用
と
な
り

ま
す
。

　

２
号
お
よ
び
３
号
認
定
の
場

合
は
、
一
般
的（
保
育
標
準
時
間

認
定
）な
保
育
の
利
用
は
最
長
１１

時
間
で
す
が
、
就
労
時
間
が
１

月
当
た
り
１
２
０
時
間
未
満
や

求
職
活
動
な
ど
の
場
合
は
、
保

育
短
時
間
認
定
と
な
り
、
１
日

最
長
８
時
間
の
利
用
と
な
り
ま

す
。

※
開
所
時
間
は
各
保
育
施
設
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

新
規
児
童
の
募
集
人
数
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
入
所
す
る

児
童
が
い
る
た
め
、
各
保
育
施

設
と
も
定
員
枠
ま
で
の
若
干
名

と
な
り
ま
す
。

　

定
員
お
よ
び
年
齢
別
の
収
容

　

平
成
２７
年
４
月
か
ら
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に

伴
い
、
家
庭
の
状
況
に
応
じ
保

育
施
設
を
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
教
育
と
保
育

　
「
教
育
」
は
、
教
育
基
本
法
に

基
づ
き
満
３
歳
以
上
を
対
象
に

幼
稚
園
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
保
育
」
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
家
庭
で
世
話
を
で
き

な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
、
保

育
所
等
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

機
能
を
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
で

も
、教
育
・
保
育
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
３
つ
の
認
定
区
分

　

認
定
こ
ど
も
園
、
公
立
・
認

可
保
育
所
、
公
立
幼
稚
園
な
ど

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
一
人
一
人
を
年
齢
や
家
庭
の

状
況
に
応
じ
て
１
号
～
３
号
に

分
け
て
市
が
認
定
し
、
認
定
に

応
じ
て
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
。

認
定
申
請
は
入
所
申
し
込
み
と

同
時
に
行
い
ま
す
。

 

１
号
認
定 

…
満
３
歳
以
上
の
子

ど
も
で
、
家
族
に
よ
る
養
育
が

可
能
な
場
合
な
ど
、
保
育
の
必

要
性
の
な
い
場
合
に
認
定
さ
れ
、

教
育･

保
育･

認
定
区
分

施
設
の
種
類

平
成
28
年
度
の
新
入
児
童･

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　平成28年度

公立・私立保育施設　幼稚園

新入児童・園児募集

教
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

 

２
号
認
定 

…
満
３
歳
以
上
の
保

育
の
必
要
性
の
あ
る
子
ど
も
で
、

共
働
き
で
家
族
に
よ
る
養
育
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
に
認
定
さ

れ
、
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

 

３
号
認
定 

…
満
３
歳
未
満
の
保

育
の
必
要
性
の
あ
る
子
ど
も
で
、

共
働
き
で
家
族
に
よ
る
養
育
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
に
認
定
さ

れ
、
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

認
定
は
、
家
庭
の
状
況
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
、
０
～
２
歳
、

３
～
５
歳
で
区
分
し
、
３
年
間

有
効
と
な
り
ま
す
。（
毎
年
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
）

■
保
育
の
必
要
性
の
認
定
要
件

　

保
育
を
利
用
す
る
場
合
は
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
１
月
６４
時
間
以
上
の
就
労

②
妊
娠
、
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
、
障
害

④
親
族
の
常
時
の
介
護
、
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
・
起
業
準
備

⑦
就
学
・
職
業
訓
練

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

⑨
育
児
休
業
取
得
時
の
子
ど
も

の
継
続
利
用

⑩
そ
の
他
、市
長
が
認
め
る
場
合

能
力
を
超
え
て
入
所
希
望
が
あ

っ
た
場
合
は
、
公
正
な
選
考
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

 

認
定
こ
ど
も
園 

…
幼
稚
園
と
保

育
所
の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
施

設
で
、
平
成
２８
年
４
月
か
ら
一

部
の
幼
稚
園
や
保
育
所
が
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
ま
す
。

 

公
立
幼
稚
園 

…
募
集
す
る
公
立

幼
稚
園
は
、
岩
月
幼
稚
園
、
熊

倉
幼
稚
園
、
豊
川
幼
稚
園
と
な

り
ま
す
。

 

保
育
所 

…
公
立
保
育
所
や
私
立

の
認
可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

０
歳
児
が
入
所
で
き
な
い
保
育

所
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

 

小
規
模
保
育
施
設 

…
３
歳
未
満

児
が
対
象
と
な
る
定
員
１９
人
以

下
の
保
育
施
設
で
す
。

 

事
業
所
内
保
育
施
設 

…
事
業
所

の
従
業
員
の
た
め
の
保
育
施
設

で
す
が
、
地
域
利
用
枠
を
設
け

て
入
所
で
き
る
保
育
施
設
で
す
。

※
他
に
、
市
へ
の
申
込
み
が
不

要
な
私
立
幼
稚
園
や
認
可
外
保

育
施
設
が
あ
り
ま
す
。

■
廃
止
予
定
施
設

・
平
成
２７
年
度
末
廃
止

同
時
に
行
い
ま
す
。

１
号
認
定
…
満
３
歳
以
上
の
子

ど
も
で
、
家
族
に
よ
る
養
育
が

教
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

２
号
認
定
…
満
３
歳
以
上
の
保

育
の
必
要
性
の
あ
る
子
ど
も
で
、

れ
、
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

３
号
認
定
…
満
３
歳
未
満
の
保

育
の
必
要
性
の
あ
る
子
ど
も
で
、

認
定
こ
ど
も
園
…
幼
稚
園
と
保

育
所
の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
施

こ
ど
も
園
に
移
行
し
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
…
募
集
す
る
公
立

幼
稚
園
は
、
岩
月
幼
稚
園
、
熊

だ
さ
い
。

小
規
模
保
育
施
設
…
３
歳
未
満

児
が
対
象
と
な
る
定
員

下
の
保
育
施
設
で
す
。

事
業
所
内
保
育
施
設
…
事
業
所

の
従
業
員
の
た
め
の
保
育
施
設

り
ま
す
。

保
育
所
…
公
立
保
育
所
や
私
立

の
認
可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。
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申
し
込
み
方
法

   
松
山
幼
稚
園
、
慶
徳
幼
稚
園
、

   
荻
野
保
育
所

・
平
成
２８
年
度
末
廃
止

   

上
三
宮
幼
稚
園（
休
園
中
）、

   

岩
月
幼
稚
園
、
熊
倉
幼
稚
園
、

   

豊
川
幼
稚
園
、  
第
四
保
育
所

・
平
成
２９
年
度
末
廃
止

   

第
一
保
育
所

　

新
規
に
入
園（
所
）を
希
望
す

る
場
合
は
、
市
に
認
定
申
請
と

入
所
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
。

　

継
続
入
所
児
童
の
場
合
は
、

各
保
育
施
設
、
各
幼
稚
園
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。

■
案
内
書･

申
込
書
な
ど
の
配
布

　

１１
月
４
日（
水
）か
ら
こ
ど
も

課
、
各
総
合
支
所
住
民
課
、
各

公
立
保
育
所
、
各
公
立
幼
稚
園

に
て
配
布
し
ま
す
。
継
続
入
所

児
童
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
施

設
、
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
２７
年
度
に
申
し
込
み
を

行
っ
て
入
所
を
待
っ
て
い
る
方

も
、
平
成
２８
年
度
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
間　

１１
月
１６
日（
月
）

～
２７
日（
金
）土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分

※
１１
月
２８
日
以
降
は
、
待
機
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
場
所

・
新
規
児
童
…
こ
ど
も
課
、
各

総
合
支
所
住
民
課

・
継
続
入
所
児
童
…
各
幼
稚
園
、

各
保
育
施
設

■
保
育
料
や
そ
の
他
の
経
費

　

市
に
申
し
込
む
保
育
施
設
や

幼
稚
園
な
ど
の
保
育
料
は
、
１

号
～
３
号
の
認
定
区
分
ご
と
に

市
が
定
め
る
金
額
と
な
り
、
公

立
も
私
立
も
同
額
と
な
り
ま
す
。

　

保
育
料
以
外
に
、
１
号
認
定
は

給
食
費
が
掛
か
り
ま
す
。
２
号
認

定
は
、
主
食
代
が
掛
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
料
金
で
の
延
長
保

育
や
預
か
り
保
育
が
あ
る
施
設

が
あ
り
ま
す
。

■
私
立
幼
稚
園
へ
の
入
園

　

保
育
の
必
要
が
な
い
子
ど
も

で
、私
立
幼
稚
園（
千
草
幼
稚
園
、

い
ず
み
幼
稚
園
、
信
愛
幼
稚
園
、

塩
川
幼
稚
園
）へ
の
入
園
に
つ
い

て
は
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
幼

稚
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

申 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援

係☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
、
各
公
立
保
育

所
、
各
公
立
幼
稚
園

問

申

■市に申し込む保育施設、幼稚園一覧【施設名の後の数字は定員数】
種別 対象施設名 対象児童 認定区分

認定こども園

第三こども園（現在の第二保育所）【60】、
堂島こども園【70】、姥堂こども園【55】、
山都こども園【100】、西羽賀こども園【50】

0〜5歳児 1号･2号･3号

駒形こども園【70】 1〜5歳児 1号･2号･3号

第一こども園（現在の第一幼稚園）【90】、
第二こども園（現在の第二幼稚園）【80】、
第四こども園（現在の関柴幼稚園）【80】、
すぎっここども園【45】、いずみ幼稚園（私立）【45】

3〜5歳児 1号･2号

公立保育所
第一保育所【60】　※平成29年度末廃止予定 0〜5歳児 2号･3号

第四保育所【60】　※平成28年度末廃止予定 1〜5歳児 2号･3号

認可保育所（私立）

道光保育所【60】、さくらっこ保育園【60】、
東町のびやか保育園【120】、ひめさゆり保育園【20】、
塩川のびやか保育園【90】、
木ッズランドどんぐりの森（認可予定）【60】、
たんぽぽ保育園（認可予定）【60】、
ドレミ保育園（認可予定）【70】

0〜5歳児 2号･3号

小規模保育施設 桜ヶ丘育児園【19】、きっずはうす【18】、
こすもす保育園【19】 0〜2歳児 3号

事業所内保育施設 東町さつき保育園（認可予定）【19】 0〜2歳児 3号

公立幼稚園
岩月幼稚園【70】、熊倉幼稚園【70】、
豊川幼稚園【105】
※3園とも平成28年度末廃止予定

4〜5歳児 1号
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家
庭
で
生
じ
た
ご
み
で
、
環
境
セ
ン
タ

ー
山
都
工
場
で
処
理
で
き
る
も
の
を
自
分

で
搬
入
す
る
場
合
は
、
無
料
で
引
き
取
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
搬
入
日
時　

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始（
１２
月
３０
日
～
１
月
３
日
）を
除
き
随
時

受
け
入
れ
し
ま
す
。

○
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

４
時
３０
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
～
正
午

◆
搬
入
場
所

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場（
山
都
町
小
舟
寺
字

二
ノ
坂
山
乙
２
６
１
９
番
地
２
）

☎（
３８
）３
０
０
５

　

今
年
度
最
後
の
収
集
を
１１
月
に
実
施
し

ま
す
。

　

事
前
に
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課
窓
口
へ
所
定
の
申
請
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
各
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

①
申
請
の
際
に
一
品
５
０
０
円
、
１
０
０

０
円
、
１
５
０
０
円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー

を
必
要
枚
数
購
入
す
る
。

②
市
の
指
定
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に
粗

大
ご
み
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け

て
排
出
す
る
。

③
指
定
日
に
、
申
請
の
あ
っ
た
各
家
庭
の

ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
ご
み
を
専
用
の
収
集

車
で
回
収
し
ま
す
。
時
間
は
指
定
で
き
ま

せ
ん
。

【
１１
月
の
収
集
日
程
】

◆
申
込
期
限　

１１
月
１８
日（
水
）

◆
回
収
日　

１１
月
２５
日（
水
）～
２７
日（
金
）

の
予
定

※
満
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
母
子
世
帯
、
身
体
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
と
は
、
家
庭
生
活
で
生
じ
た

も
の
で
、
指
定
可
燃
ご
み
袋
ま
た
は
指
定

不
燃
ご
み
袋
に
入
ら
ず
、塵
芥
収
集
車（
パ

ッ
カ
ー
車
）に
入
ら
な
い
耐
久
消
費
財（
各

種
電
化
製
品
、
家
具
、
自
転
車
）な
ど
の

大
型
ご
み
の
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
法
律
で
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥

機
、
エ
ア
コ
ン
）、
廃
パ
ソ
コ
ン
、
オ
ー

ト
バ
イ
お
よ
び
処
理
場
で
の
処
理
が
困
難

な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
す
で
に
各
家
庭
に
配
付
し

て
い
る
チ
ラ
シ
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
保
存
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問●
粗
大
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て
…
喜

多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合 

環
境
セ

ン
タ
ー
山
都
工
場
☎（

３８
）３
０
０
５

●
市
の
許
可
を
持
つ
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
に
つ
い
て
…
環
境
課 

環
境
推
進
係

☎（
２４
）５
２
６
１

●
家
庭
の
粗
大
ご
み
定
期
収
集
申
込
窓
口

…
環
境
課 

環
境
推
進
係
☎（

２４
）５
２
６

１
、
各
総
合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ

ス
班
〔
熱
塩
加
納
☎（

３６
）２
１
１
３
、
塩

川
☎（
２７
）２
４
０
０
、
山
都
☎（

３８
）３
８

２
５
、
高
郷
☎
０
２
４
１（

４４
）２
１
１
３

問

市
の
収
集

自
己
搬
入

　廃棄物の収集運搬をするためには許可が必
要です。現在、喜多方市の許可を得ている一
般廃棄物収集運搬業者は17社です。引越しや
家の中の整理などで大量にごみが出る場合や、
事業に伴って生じたものは、次の業者へ依頼
してください。

業　者　名 電話番号
㈱あいづダストセンター 0242-36-5351
㈱荒川産業 21-1511
㈱いいで 38-3808
㈲喜多方綜合衛生センター 22-1594
㈲北塩原衛生センター 33-2379
㈲グリンアース 23-0100
㈱佐藤総業 0242-24-5933
㈲昭和衛生 22-0289
㈲高郷清掃 22-2553
㈲塚原興業 27-8256
㈲塚原鉄筋工業 27-7551
㈲坂下リサイクルサービス 0242-83-3402
㈲ピアス 21-4070
松浦商事㈱ 0242-27-4433
丸佐運送㈲ 22-7554
㈲山都塵芥収集社 38-3272
㈲渡辺重機 24-2688

許可業者への収集依頼（有料）

家家家家家庭の 粗 大 ご み 収 集
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市
で
は
５
月
・
８
月
・
１１
月
・

２
月
の
年
４
回
、
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
入
居
資
格

◎
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
収
入
基
準
に
示
す
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ

と
。

◎
持
ち
家
が
無
い
こ
と
。
ま
た
、

親
な
ど
の
名
義
の
持
ち
家
で
あ

る
が
、
納
税
義
務
者
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
申
し
込
み
出
来
ま

せ
ん
。

◎
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予

定
者
の
中
に
暴
力
団
員
が
い
な

い
こ
と
。

　

詳
し
く
は
、
建
築
住
宅
課
住

宅
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○入居者を募集する一般住宅

○入居者を募集する一般住宅

№ 住　宅　名 間取り 家　賃 № 住　宅　名 間取り 家　賃

3 一ノ堰団地
1号棟10号（3階） 2DK 7,500円

〜14,900円 12 改良住宅
2号棟31号（4階） 2K 6,400円

〜7,800円

4 一ノ堰団地
2号棟21号（長屋） 2DK 7,800円

〜10,100円 13 舘ノ内団地
40棟7号 2K 2,600円

〜5,100円

5 一ノ堰団地
3号棟29号（長屋） 2DK 7,800円

〜10,100円 14 家ノ下団地
48棟6号 3K 9,100円

〜15,600円

6 一ノ堰団地
5号棟60号（2階） 3K 9,100円

〜17,800円 15 家ノ下団地
49棟5号 3K 9,300円

〜18,200円

7 下台団地
2号棟244号（4階） 3DK 14,400円

〜28,200円 16 藤ノ木団地
58棟3号 3DK 15,900円

〜31,200円

8 下台団地
4号棟431号（3階） 3DK 14,600円

〜28,700円 17 橋本前田団地
52棟8号 3DK 11,400円

〜22,500円

9 菅井団地
3号棟344号（4階） 3DK 16,200円

〜31,900円 18 橋本前田団地
53棟8号 3DK 11,800円

〜23,200円

10 菅井団地
5号棟532号（3階） 3DK 17,200円

〜33,800円 19 御殿場団地
14棟302号（3階） 3LDK 23,500円

〜46,100円

11 菅井団地
5号棟541号（4階） 3DK 17,200円

〜33,800円 20 御殿場団地
14棟401号（4階） 3LDK 23,500円

〜46,100円

№ 住　宅　名 間取り 家　賃 № 住　宅　名 間取り 家　賃

1 大荒井団地
1号棟112号（1階） 2LDK 19,700円

〜38,700円 2 御殿場団地
17棟101号（1階） 2LDK 20,700円

〜40,600円

◆
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

１１
月
２
日（
月
）～
１３
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
１５
分（
土

日
祝
日
を
除
く
）

※
１１
月
６
日（
金
）、
１０
日（
火
）、

１３
日（
金
）は
建
築
住
宅
課（
本
庁

舎
３
階
）で
の
み
午
後
７
時
ま
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

※
今
回
の
募
集
で
入
居
決
定
者

が
い
な
い
住
宅
に
つ
い
て
は
、

１２
月
２
日（
水
）か
ら
平
成
２８
年

１
月
８
日（
金
）ま
で
の
間
、
随

時
入
居
申
し
込
み
を
受
付
け
ま

す
。
た
だ
し
当
該
住
宅
の
申
し

込
み
が
あ
り
次
第
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係
お
よ
び

各
総
合
支
所
建
設
課
に
備
付
け

の
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法

　

住
宅
の
困
窮
度
か
ら
な
る
選

考
基
準
と
、
公
開
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

◆
公
開
抽
選
予
定
日

１２
月
１
日（
火
）

◆
入
居
開
始
予
定
日

１２
月
１５
日（
火
）

問 

建
築
住
宅
課 

住
宅
係

☎（
２４
）５
２
４
６
ま
た
は
各
総

合
支
所
建
設
課

市 営 住 宅
入居者募集

※No1〜2、9〜11、16〜20（No.の網かけ部分）は、単身での入居はできません。
◆住宅の所在地
大荒井団地（松山町大飯坂字下川端）、一ノ堰団地（豊川町一井字間々ノ上）、下台団地（岩月町橿野字舘野）、菅井団地（豊川町一井字下川原）、改良住
宅（押切東二丁目）、舘ノ内団地（塩川町窪字舘ノ内）、家ノ下団地（塩川町窪字家ノ下）、藤ノ木団地（塩川町字藤ノ木）、橋本前田団地（塩川町新江木
字橋本前田）、御殿場団地（塩川町御殿場五丁目）

問
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糖
尿
病
の
方
の
３
人
に
１
人
は
糖
尿
病

だ
と
気
づ
い
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

 

糖
尿
病
の
診
断
基
準

　

糖
尿
病
を
示
す
血
液
検
査
の
項
目
は
、

主
に
血
糖
値
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
で

す
。

　　

平
成
２６
年
度
喜
多
方
市
特
定
健
康
診
査

の
結
果
で
は
、
空
腹
時
血
糖
値
が
基
準
値

を
超
え
て
い
る
方
が
３７
・
２
㌫
、
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
基
準
値
を
超
え
て
い
る

方
が
４５
・
３
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
下
記
グ
ラ
フ
参
照
）

Ⅰ
型
糖
尿
病
と
Ⅱ
型
糖
尿
病

　

糖
尿
病
に
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を
処
理
す
る

の
に
必
要
な
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
が
作
ら
れ
な
く
な
る
「
Ⅰ
型
糖
尿
病
」

と
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
少
な
く
な
る
「
Ⅱ

型
糖
尿
病
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
患
者
の
う
ち
、
約
９
割
は
生
活

習
慣
な
ど
が
原
因
の
Ⅱ
型
糖
尿
病
で
す
。

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
糖
尿
病

　

高
血
糖
の
状
態
で
は
、
自
覚
症
状
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
高
血

糖
の
状
態
が
長
く
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
よ
り
の
ど
が
渇
き
、
水
分
を
多
く

飲
み
、
尿
の
量
が
増
え
る
。
倦
怠
感
や
急

激
な
体
重
減
少
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
か
な
り
の
危
険
サ
イ
ン
。

糖
尿
病
は
血
管
の
病
気

　

糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
必

要
以
上
に
多
く
な
る
病
気
で
す
。

　

私
た
ち
が
食
べ
た
も
の
は
、
体
内
で
糖

質
が
ブ
ド
ウ
糖
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
形
が

変
わ
っ
て
、
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
り
ま
す
。

　

体
内
に
入
る
糖
質
の
量
と
、
運
動
で
使

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な

い
と
、
糖
が
血
液
中
に
あ
ふ
れ
て
し
ま
う

高
血
糖
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
状
態
を
長
く
放
置
し
て
い
る
と
糖

尿
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

糖
尿
病
予
防･

重
症
化
予
防

特
定
健
診
を
受
け
て
、
血
糖
の
状
態
を
知
ろ
う

症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
！ 

　
　
　

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

喜
多
方
市
民
の
実
態
は
？

糖
尿
病
の
約
９
割
は

　
　
　
　

生
活
習
慣
が
原
因

　

す
で
に
糖
尿
病
の
治
療
中
で
あ
れ
ば
、

医
師
の
指
示
の
も
と
で
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
同
診
査
の
結
果

で
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
６
・
５
㌫
以

上
で
治
療
が
必
要
に
も
関
わ
ら
ず
、
放
置

を
し
て
い
る
方
々
が
半
数
近
く
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

■空腹時血糖およびヘモグロビンＡ1ｃの基準値

異常なし 要指導 要治療

空腹時血糖
(㎎/dl) 99以下 100〜125 126以上

ヘモグロビン
Ａ1ｃ(％ ) 5.5以下 5.6〜6.4 6.5以上

■平成26年度喜多方市特定健康診査結果より

が
判
明
し
ま
し
た
。

放置してると
どうなるの…？
放置してると
どうなるの…？

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
高
く
、
要
治
療
の
方
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
数
近
く
の
方
が
治
療
し
て
い
ま
せ
ん
!!

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
高
く
、
要
治
療
の
方
の
う
ち

半
数
近
く
の
方
が
治
療
し
て
い
ま
せ
ん

■平成26年度喜多方市特定健康診査結果より
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定
健
康
診
査
が
お
勧
め
で
す
。
市
で
は
、

４０
歳
以
上
７４
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
対
象
に
毎
年
、
特
定
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

追
加
で
集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
！

○
１２
月
２
日（
水
）

塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
１２
月
５
日（
土
）

市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
受
付
時
間
午
前
７
時
３０
分
～
８
時
３０
分

※
特
定
健
診
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
保
健
課
ま
た

は
各
支
所
住
民
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
で
実
施
す
る
施
設
健

診
も
１１
月

３０
日（
月
）ま
で
受
診
で
き
ま

す
。
ま
だ
お
受
け
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
は
受
け
て
終
わ
り
で
は
な

く
、病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
健
診
を
受
け
た
ま
ま
に
せ

ず
、
今
後
の
生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

再
検
査
や
治
療
が
必
要
な
方
は
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
検
査
デ
ー
タ
が
基
準
値
を
超
え

て
い
る
場
合
は
保
健
指
導
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
治
療
中
の
人
は
、
定
期
受
診
を
継

続
し
、
常
に
医
師
と
体
調
の
変
化
を
確
認

し
な
が
ら
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
６
・
９
㌫
以
上

か
ら
合
併
症
の
危
険
！ 

　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
６
・
９
㌫
以

上
か
ら
合
併
症
の
危
険
が
高
ま
り
７
・
４

㌫
か
ら
は
特
に
網
膜
症
、
腎
症
、
神
経
症

と
い
っ
た
三
大
合
併
症
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
行
す
る
と
人
工
透

析
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
壊え

そ疽
に
よ
り
足

を
切
断
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

医
療
費
は
ど
の
く
ら
い
？

　

症
状
・
治
療
法
な
ど
に
よ
り
個
人
差
が

あ
り
ま
す
が
、
人
工
透
析
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
平
均
的
に
糖
尿
病
は
、
一
生
で

１
億
円
の
医
療
費
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
人
工
透
析
患
者
も
約
半
数
が
糖

尿
病
腎
症
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
糖
尿
病
を
予
防
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

糖
尿
病
に
な
っ
て
も
重
症
化
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
血
糖
の
状
態
を
知
る
に
は
、
血

液
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
特

怖
い
糖
尿
病
の
合
併
症

健
診
を
受
け
た
あ
と
は
…

血
糖
を
知
る
に
は

特
定
健
康
診
査
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学
の
臨
床
研
修
協
力

施
設
で
あ
る
ほ
っ
と
☆
き
ら
り
に
は
毎
年

４０
人
以
上
の
医
学
生
・
研
修
医
が
訪
れ
、

患
者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
協
力

の
も
と
、
臨
床
現
場
で
の
貴
重
な
経
験
を

積
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
今
年
の
９
月
に

研
修
を
行
っ
た
鈴
木
友
先
生
の
声
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院　

初
期

研
修
医
２
年
目
の
鈴
木
友
と
申
し
ま
す
。

地
域
医
療
の
研
修
で
１
か
月
間
、
地
域
・

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
☆
き
ら
り
」

で
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ほ
っ
と
☆
き
ら
り
で
の
医
学
教
育

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

センター長　武田　仁

ほっと☆きらり
通信

　

医
学
部
５
・
６
年
の
実
習
で
も
約
１
か

月
喜
多
方
で
実
習
を
致
し
ま
し
た
。
学
生

の
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
は
環
境
が
良
く
、

多
様
な
疾
患
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
学

べ
る
こ
と
に
加
え
て
、
患
者
さ
ん
の
話
を

聞
く
こ
と
が
出
来
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

実
習
を
通
し
て
「
町
の
お
医
者
さ
ん
」
ら

し
い
「
お
医
者
さ
ん
」
だ
な
と
感
じ
、
研

修
医
に
な
っ
た
後
も
当
セ
ン
タ
ー
で
研
修

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
小
児
の
診
察
に
加
え
て
、
慢

性
疾
患
の
管
理
や
生
活
指
導
、
患
者
さ
ん

の
社
会
的
背
景
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
ご

指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
一
般
外
来
で
の

研
修
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
救
急

外
来
と
比
較
し
外
来
患
者
さ
ん
の
層
の
違

い
や
、
求
め
ら
れ
て
い
る
対
応
の
違
い
な

ど
、
非
常
に
気
付
く
こ
と
が
多
い
研
修
で

し
た
。
学
生
の
頃
と
比
較
し
て
患
者
数
も

増
加
し
て
お
り
、
地
域
医
療
に
お
け
る
家

庭
医
の
役
割
が
増
し
て
い
る
様
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
喜
多
方
の
文
化
と
し
て
ラ
ー
メ

ン
や
蕎
麦
、
日
本
酒
、
漆
器
、
蔵
な
ど
を

美
味
し
く
楽
し
く
経
験
す
る
こ
と
が
出

来
、
非
常
に
楽
し
い
１
か
月
で
し
た
。
ご

指
導
を
し
て
頂
い
た
武
田
先
生
、
菅
家
先

生
、
中
村
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
喜
多
方
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

今
後
の
患
者
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
合
い
の

中
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴木　友 先生
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◆
日
時　

平
成
２８
年
１
月
１０
日（
日
）

○
受
付
開
始
…
午
後
１
時

※
式
典
前
に
各
中
学
校
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

な
ど
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
う
予
定
で

す
。

○
式
典
…
午
後
２
時（
１
時
間
程
度
）

◆
会
場　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

◆
該
当
者　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
申
し
込
み
方
法　

１０
月
１
日
現
在
で
市

内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は
、
１１
月
上
旬

に
案
内
状（
往
復
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
申
込
期
限
ま
で
に
返
信
用
ハ
ガ
キ

で
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年　

成
人
式
の
ご
案
内

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ 

強
い
心
・
愛
敬
の
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
持
つ

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
に
誇
り

 

を
持
ち
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す

 

る
人
に
な
ろ
う

一
つ 

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を
わ
き
ま
え
、

 

良
心
に
背
く
こ
と
の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ 

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も
挑
戦
し
、

 

世
界
に
羽
ば
た
く
人
に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

　

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親（
保
護
者
）の
役
割

　

を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が

　

ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
偉
大
な
先
人
の
一
人

蓮
沼
門
三
翁
の
胸
像
が
寄
贈
さ
れ
ま
す

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

　
「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
そ

の
生
き
方
や
教
え
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
喜
多
方
市
の
偉
大
な
先
人
の
一
人
、
蓮

沼
門
三
翁お

う

の
胸
像
を
公
益
財
団
法
人
修
養

団
よ
り
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

寄
贈
を
記
念
し
、
除
幕
式
・「
喜
多
方

市
人
づ
く
り
の
指
針
」
講
演
会
を
実
施
し

ま
す
。

◆
日
時　

１１
月
１６
日（
月
）

　

午
後
１
時
３０
分

◆
場
所　

市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー（
ホ
ー
ル

棟
１
階
）

　

除
幕
式
終
了
後
、
公
益
財
団
法
人
修
養

団
専
務
理
事　

山
﨑 
一
紀
さ
ん
に
よ
る

蓮
沼
門
三
翁
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施

し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
偉
大
な
先
人
の
一
人

◆
新
成
人
者
の
作
文
募
集

　

新
成
人
と
し
て
の
決
意
や
心
構
え
、
抱

負
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集
し

ま
す
。
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
程

度
に
ま
と
め
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

優
秀
作
品
の
方
に
は
記
念
品
を
贈
り
、

成
人
式
の
式
典
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
※
募
集
締
め
切
り 

１１
月
３０
日（
月
）

就
労
・
就
学
な
ど
で
市
外
へ
住
民
票
を

移
さ
れ
た
方
に
は
案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん

　

市
外
の
方
で
式
へ
出
席
を
希
望
さ
れ

る
方
は
電
話
、
ハ
ガ
キ（
〒
９
６
６
‐
８

６
０
１　

喜
多
方
市
字
御
清
水
東
７
２

４
４
ー
２
）ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル k-seijin@

city.Kitakata.fukushim
a.jp

で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
次
の
項
目
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
氏
名 

②
性
別 

③
生
年
月
日 

④
現
住

所 

⑤
出
身
地
の
住
所 

⑥
電
話
番
号 

⑦

抱
負
や
感
想
な
ど
を
５０
字
以
内
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
成
人
式
冊
子
に
掲
載
し

ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
を
受
け
次
第
、
ハ

ガ
キ
で
式
の
ご
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
か
ら
２
週
間
が
経
過
し
て

も
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手

数
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

１２
月
２
日（
水
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
し
込
み
の
場
合
、

成
人
式
冊
子
中
の
「
新
成
人
名
簿
」
に

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

申 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

す
。
※
募
集
締
め
切
り

月
３０
日（
月
）

就
労
・
就
学
な
ど
で
市
外
へ
住
民
票
を

移
さ
れ
た
方
に
は
案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん

市
外
の
方
で
式
へ
出
席
を
希
望
さ
れ

る
方
は
電
話
、
ハ
ガ
キ（
〒
９
６
６
‐
８

６
０
１

喜
多
方
市
字
御
清
水
東
７
２

４
４
ー
２
）ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル k-seijin@

city.Kitakata.fukushim
a.jp

で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
次
の
項
目
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
②
性
別
③
生
年
月
日
④
現
住

所
⑤
出
身
地
の
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦

抱
負
や
感
想
な
ど
を
５０
字
以
内
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
成
人
式
冊
子
に
掲
載
し

ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
を
受
け
次
第
、
ハ

ガ
キ
で
式
の
ご
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
か
ら
２
週
間
が
経
過
し
て

も
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手

数
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

１２
月
２
日（
水
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
し
込
み
の
場
合
、

成
人
式
冊
子
中
の
「
新
成
人
名
簿
」
に

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
申
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

問

問

申
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か
ら
５
ク
ル
ー
３２
人
が
出
場
し
、
２
ク
ル

ー
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
試
合
結
果

〇
成
年
男
子
の
部
「
揚
津
分
校
」
第
６
位

〇
壮
年
男
子
の
部
「
さ
ゆ
り
ー
ず
」

　

準
決
勝
敗
退

〇
熟
年
男
子
の
部
「
荻
野
Ｒ
Ｃ
」
第
５
位

〇
熟
年
女
子
の
部
「
さ
す
け
ネ
ガ
ッ
タ
Ａ
」

　

準
決
勝
敗
退

〇
議
会
議
員
の
部
「
喜
多
方
市
議
会
」

　

予
選
敗
退

問 

生
涯
学
習
課 

ボ
ー
ト
の
ま
ち
推
進
係

☎
０
２
４
１（

４４
）２
１
１
１

　

９
月
２０
日（
日
）、
牡
丹
台
野
球
場
で
開

催
さ
れ
た
二
回
戦
で
は
い
わ
き
市
と
対
戦

し
、
接
戦
の
末
２
対
３
で
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。
一
時
は
逆
転
し
勝
利
を
信
じ
全
力

を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
今
一
歩
お
よ
び
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
試
合
結
果

○
１
回
戦　

北
塩
原
村
戦　

４
対
１

○
２
回
戦　

い
わ
き
市
戦　

２
対
３

問 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

　

今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
２
回
戦
で
い
わ
き
市
に
２

対
３
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
ま

で
以
上
に
チ
ー
ム
全
体
に
『
和
』
が
感
じ

ら
れ
、
い
い
雰
囲
気
の
中
、
試
合
に
臨
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
練
習
内
容
の
改
善
な
ど
を
課

題
と
し
、
結
果
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
監
督　

青
山　

光
男

　

９
月
２６
日
・
２７
日
の
両
日
、「
第
２４
回

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
津
幡
大
会
」

が
、
石
川
県
津
幡
町
で
開
催
さ
れ
、
本
市

第
９
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球

大
会
喜
多
方
市
チ
ー
ム
応
援
の
御
礼

第
24
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

津
幡
大
会
の
結
果
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３
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熱
塩
加
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ド
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豊
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▽
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水
曜
ラ
ン
で
し
ょ
う

準
優
勝　

喜
多
方
市
駅
伝
チ
ー
ム

第
３
位　

北
塩
原
村
駅
伝
チ
ー
ム
・
輝

第
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回　

喜
多
方
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内
一
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駅
伝
競
走
大
会
の
結
果

　

９
月
２０
日（
日
）第
９
回
喜
多
方
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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９
月
２０
日（
日
）第
９
回
喜
多
方
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１位でゴールする塩川町体育協会（山田宏翔選手）
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